
ペロブスカイト太陽電池 社会実装推進フォーラム

今後の進め方について

２０２６年１月２２日



第１回フォーラムでのアンケート結果の概要

課題領域 取り組みたい課題

設置・施工 外壁・屋根など設置・施工方法

材料技術
封止材、透明フィルム、ETL、HTL、CNT材料などの要素技
術開発

システム パネル接続、パワコン、制御系など

環境対応 リサイクル



コンソーシアム形成のスケジュール

1月22日  第2回フォーラム

2月10日 コンソーシアム設立準備会への参加応募の提出締め切り

3月～5月 コンソーシアム設立準備会スタート
 秘密保持覚書

 参加企業の技術共有や技術提案の発表会
 関連技術の開発テーマの議論と、コンソーシアムの準備（グループ作りなど）

6月～ コンソーシアムをスタート
  NDA（技術情報、知財など）締結

   関連技術の開発に着手
   進捗会議（適時開催）



項目 概要 

主たる目的 具体的な事業創出と実行。

オープン性・参画
条件

比較的クローズド。
具体的な事業推進のため、ペロブスカイト太陽電池に関連する技術開発（材料、システム、設置・
施工の周辺技術等）に取り組みたい目的意識の高い企業に限定。
成果物や機密情報は原則として参加企業内での共有に留まり、厳格な管理がされる。

活動内容 共同研究開発、実証実験、用途開発など。

ORISTの役割 関連技術の開発を支援する拠点。設立準備会の初期段階における推進役。

CNBBの役割
進行管理のサポート。
（会議の日程調整、議事録作成、契約のひな形提供など）

主導者 初期段階は大阪産業技術研究所(ORIST)が推進役とし、参加企業の協議で進行する 。

ゴール プロジェクト化、事業化、新しいビジネスモデルの確立。

参加者への価値 事業機会の獲得、リスクの分散、市場競争力の強化。

コンソーシアム設立準備会のイメージ



コンソーシアムの
タグをクリックください
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